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ＡＡ日本 35 周

「伝えよう 喜びと希望のメッセ
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愛知県名古屋市内『中京大学文化市民会館

場にして、『AA 日本 35 周年記念集会』が

約３年前に実行委員会が発足し、毎回実行

する際、全員で『カンファレンス・コンベ
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した。その中で、覚せい剤乱用者の薬物乱用行動や、依

存症の枠組みで理解可能な性犯罪者の性暴力行動を変化

させるための個別面接やグループワークを実施していた

ことから自助グループに関心を持ちました。アルコール

乱用と犯罪行動は実はけっこう深い関わりがあるのです

が、アルコール使用はそれ自体では法律違反ではないの

で、直接関わりを持つことはありませんでした。ただ、

グループの力というのは非常に大きく専門家ではできな

いことをグループは可能にしてくれるという感触を当時

から強くもっていました。

AA と 12 ステップに、より興味を持つようになったの

は、ここ 3・4 年のことです。きっかけは、浜田のフォ

ーラムでも話をさせていただいたように、島根あさひ社

会復帰促進センターという官民協働刑務所の教育プログ

ラムのアドバイザーとして活動する際に学び始めたこと

です。治療共同体というのは、薬物乱用者と犯罪者の再

発・再犯率の低下にめざましい成果をあげている、主と

してアメリカで行われている方法なのですが、その歴史

的展開の基礎が AA にあるのです。すなわち AA で回復

したアルコール依存症者のチャック・ディードリックと

いう人が始めた「シナノン」というグループが現在のア

メリカの治療共同体の基礎になっています。AA とは当

事者同士がミーティングで話し合うことによってともに

回復していくという基本は同じですが、共同生活をする

こと、12 ステップは直接は用いない事、言いっ放し・聞

きっぱなしのミーティングではなく、エクスチェンジと

呼ばれる激しいやり取りがあること等が異なっています。

AA には長い歴史と伝統があります。「絵で見る 12 の

伝統」や「絵で見るワールドサービスのための 12 の概

念」は、島根あさひの治療共同体を運営していく上でも

知恵の宝庫です。法務省や旧帝国大学という階層と序列

の厳しい社会で仕事をしてきた身としては、一人一人の

異なる視点や意見が生かされ、全体が活力を持つという

AA のやり方は、とてもよいと感じています。「アルコー

ル依存症の○○です」、「はい、○○」なんていって、言

いたいことを言い、周囲はそれをきちんと聞き、尊重す

るなんて、今の世の中全体に見習ってほしいくらいです。

問題と人間とを分けて、問題を外に置いて、みなで見る

ということが適切な対処へとつながっていくのだと思い

ます。もちろん、議論が錯綜し、喧嘩になることもある

でしょうが、話合う過程自体が大切で、喧嘩しないこと

より、喧嘩して仲良くなることの方が重要だと私は思っ

ています。

AA が当事者だけでかたまらず、非当事者専門家など

も入れ込んで、活用してくれることも素晴らしいと思い

ます。みなさんとコミュニケーションをとりながら、仲

間の一人として、役割と責任とを果たしていきたいと考

えています。どうぞよろしく願いたします。

経 験 の 積 み 重 ね

関東甲信越地域広報委員会 矢川

関東甲信越は、地域、地区の広報委員、有志の広報委

員 15，6名で月 1回委員会を開いています。広報委員会

は、セントラルオフィス等から広報依頼（モデルミーテ

ィング、ＡＡ紹介など）の情報を受け、実際に広報活動

して戴ける仲間と依頼先の橋渡しをしています。

今年は、約 30 件以上の広報依頼がありました。1,000

名強のノンアルコホーリックの方々にＡＡのメッセージ

を運ぶことができました。主に依頼先の対象者は、一般

市民・学生（中学生～大学生・看護学生）・援助職の方々

でした。あと広報依頼の情報の共有するために、広報委

員会のメーリングリストに参加してもらい広報の参加で

きる仲間の呼びかけをしています。

毎年、援助職者向けフォーラムを地区の仲間を中心と

して開催しています（09 年は千葉・茨城地区）。ＡＡの

仲間とＡＡの友人との交流を図ることができればと考え

ています。今年は 49 名の友人の参加でした。嬉しいこと

に、フォーラムに参加して、後に広報依頼を戴いた病院

がありました。

仲間向けの広報としては、毎年仲間向けワークショッ

プ開催しています（09 年は埼玉西地区）。今年のワーク

ショップでは、31 名の仲間の参加でした。内容は、仲間

の広報の体験談、パネルディスカッション、分科会を行

いました。また、今年は春・秋のラウンドアップでのメ

ッセージ委員会と共催で「メッセージ・広報の分かち合

い」を行いました。

あと、実際、どのようにどのような所に広報を行って

いるのか、広報活動の情報の収集をするために、フォー

マットを作成しているところです。先だってパイロット

版で仲間に協力をしていただき、いまフォーマットの改

良をしています。

特別委員会として、セントラルオフィス・ＣＯ運営委

員会・広報委員会でマスメディア向け広報フォーラム開

催準備委員会も月 1 回開いています。現在もどのように

マスメディアにメッセージを運んでいくか話し合われて

います。

以上のことを広報委員が各受け持ちを持って活動して

います。

課題としましては、これからマスメディアを含め、広

報先を広げるためにどのような準備が必要なのか、どの

ような行動をすれば良いのかを考えていく上で、多くの

仲間との経験の分かち合いが大切になると思います。

私自身が広報委員会に参加させていただいて、最初は

戸惑うことばかりでした。一番痛感をしたのは、ＡＡの

ことをよく知らないということでした。広報依頼先にＡ

Ａの資料を送るのにも、どんな資料が良いのかわかりま

せんでした。それからＡＡの広報に関係ありそうな書

籍・資料を読み出しました。実際にモデルミーティング

等に参加をさせていただきました。初めは自分の経験を

話すことで精一杯でした。

最近は、仲間の広報経験の述べ伝えとたくさんの仲間

の力を借りて少し落ち着いて話はできるのですが、やは

りどのようにＡＡのことを理解していただけるのか、Ａ

Ａでどのように回復をしていったのかを一般の方に説明

をするのは、広報を経験すればするほど難しいと感じて

います。しかし、私たちの話を真剣に聴いて戴けるたく

さんの方々がおられることは、広報活動を進めていく上

での励みと喜びになりますし、感謝です。

広報委員会では、たくさんの仲間の経験の積み重ねで、

広報が出来ていると感じでいます。また、これからも仲

間の経験の積み重ねでもっとたくさんの一般の方々にＡ

Ａを知っていただき、苦しんでいる仲間にメッセージが

届くと信じています。
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二年間の東北地域集会を通じて

前東北地域議長 浅田

サービスに関わり始めて 7 年くらいになりますが、こ

こ数年は東北の諸集会・イベント開催が少なくなり、集

まりはいつも同じ顔ぶれで全体的に新しいメンバーとの

出会いも少なかったように思えます。理由としては地域

集会の開催がなかったことや、広報委員会をするメンバ

ーがいなかったことなど思い当たる理由がいくつかあり

ました。

東北地域の棚卸しの中でも明らかですが、スポンサー

シップなど個人対個人の関係性、グループとグループの

関係性の希薄さから、分からないことを気軽に聞けるつ

ながりが薄くなっていることを感じていました。

任期中の地域委員会メンバーと一致して作ろうとして

きたことは、「やる気のあるメンバーをサポートする場と

するとともに、サービスの楽しさを分かち合う集会にし

よう」でした。

委員会、集会を含め「今苦しんでいるアルコホーリッ

クの手助けをする」ところで一致し、グループでは解決

できない問題をざっくばらんに語り合い、その後は問題

解決に向け経験者の体験が語られました。熱くなったあ

との休憩や笑いも、そこに集まったメンバーと過ごした

良い時間でした。わたしは集まったメンバーの間に神の

愛を感じました。

経験者がサービスに関わり始めたばかりのメンバーや、

オブザーバーをとても大事にし、見守る姿勢を持ち、近

くのイベントに少しの時間でも顔を出す姿は、惹きつけ

るものがあったと思います。

新しいメンバーは AA の活動に興味を持ち始め、各委

員会活動の集まりにも気軽に顔を出してくれるようにな

ってきたと、ロングソーバーのメンバー達は、とても喜

んでいました。

経験者と新しいやる気のあるメンバーの出会いの場は、

集会にとどまらずイベントでも変化が見られるようにな

りました。まずイベント開催をしたいと考えるメンバー

が増え始めていること。イベントも全国的にメンバーが

集える規模が再び企画されるようになってきました。そ

して、そこに参加したいと思う人たちも徐々にですが増

えてきているようです。ある方が「南極船が閉じ込めら

れた氷河を割って前に進み始めた」という例えを使って

わたしにその喜びを伝えてくれました。わたしも、そう

思います。この二年間は、一人では何もできないこと、

そして同時に今わたしに見えない一人ひとりが AA を支

えてくれていることを、大事な役割を通じて実感した貴

重な時間でした。

東北地域集会は、わたしたちの地域の良心の集まる場

所ですが、残念ながら、まだ今期の地域議長が選出され

ていません。楽観的に安心できる状況ではなく早急に議

長の選出が望まれています。

この状況は、この問題についていろいろな人と共感を

持って語り合い、私に何ができるかを真剣に語らうこと

が、いまのどの東北のメンバーにも求められているのか

もしれません。

AA は信頼に足る共同体

2009 年ＡＡ関東甲信越矯正施設委員

鈴木（いなほグループ 丈）

ＡＡ関東甲信越矯正施設委員会は６ヶ所の刑務所（府

中・横浜・前橋・市原・黒羽・甲府）５ヶ所の更生保護

施設（日新協会・静修会足立寮,荒川寮・千葉帰性会・更

新会）及び 1 か所の医療保護病棟（国立精神神経センタ

ー）のメッセージ活動へのバックアップをしています。

平成２１年には、横須賀刑務支所と医療保護病棟である

久里浜病院なぎさ棟へのメッセージが新たに開始されま

した。

平成２０年２１年と委員会をお手伝いさせていただき、

あまり専門的なことは分かりませんが少しご報告をさせ

ていただきます。

ここ数年の動向としては平成１８年に施行された「監

獄法の改正」（刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関す

る法律）の影響が大きいように感じます。公的施設が酒

害・薬害を病気と認め、その離脱指導を開始しはじめた

ことです。この２年間であった教育担当の看守先生方は、

ＡＡプログラムの効果を少しずつ認めてくださり、たい

へん熱心に指導して下さっていることを知りました。そ

れは同時に、関東甲信越矯正施設へメッセージを運ぶ“

道”を切り開いてくれた先を行くメンバーたちの長い足

跡を感じました。

ＡＡ関東甲信越矯正施設委員会は年１回、パブリック

ミーティングを開催しております。刑務所教育担当官様

をはじめ、保護観察官、更生保護施設の先生方、医療、

行政の関係者様など参加をしていただき、ＡＡメンバー

と共に分かち合います。様々な地域で様々な分野の先生

方のご出席は、過去から現在まで多くのメンバーが時間

と労力・費用を惜しみなく使いメッセージを継続してく

れた実績であり、ＡＡが信頼にたる共同体である、と認

めていただけた証であるように感じられました。

パブリックミーティングは１０名前後にて現在構成さ

れる委員会メンバーで力を合わせ、経験を出し合い、企

画し準備しました。また開催地の地区委員会メンバーに

もたいへん尽力をいただき、お陰様で大盛況のうちに会

を終えました。飲まない日々をいただき、共に力を合わ

せ、共にやり遂げるということが、とても清々しい経験

ができました。多くの仲間のおかげです。

刑務所のメッセージを経験させていただき感じたこと

は、単なるメッセージとは違うということでした。アル

コール病院はその病院のスタッフや入院中の方には、ア

ルコール依存症についての知識の下地が幾分でもあろう

かと思いますが、刑務所の中には全くありません。です

から「アルコール依存症が病気であること」、「それは解

決の糸口があり、飲まないで生きていけること」といっ

たことからご説明する広報の意味合いが十分にあります。

私が今回参加させていただいた刑務所は初犯の方が入る

刑務所で、受刑者の皆さんは規律に従い、礼儀正しくＡ

Ａの説明やアルコール依存症について熱心に聞いて下さ

っていました。私たちの経験と回復の話を聞き、たいへ

ん驚かれておりました。

刑務所への AA メッセージ活動は、登録制になってい
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ます。履歴書・誓約書を関東甲信越セントラルオフィス

を通じて登録します。数少ない登録メンバーが確実に先

方との約束を履行しなくてはなりなせん。簡単にメンバ

ー交代ができません。また刑務所ゆえに、遠方に所在す

る施設がほとんどで、この特殊性は通常のメッセージ活

動とは異なり、メンバーに大きな負担にもなりえます。

ＡＡ関東甲信越矯正施設委員会に刑務所から（セント

ラルオフィスを通じて）謝礼金が送られてくるケースが

あり、委員会では困惑しております。刑務所としては酒

害教育プログラムの予算の一部であり、社会通念上、協

力団体への謝礼とされているようです。ＡＡ関東甲信越

矯正施設委員会では外部からの金銭はご辞退させていた

だいている旨を丁寧に粘り強くご説明しております。し

かしながら所長など人事交代の機会に、突然振り込まれ

た…といったこともあり、なかなか難しいです。２１年

は２ヶ所の刑務所でＡＡに対する謝礼金を廃止していた

だけることが決まりました。今後も窓口メンバーを通す

などして、辞退の旨のご説明を継続していくことを、委

員会で確認しました。

最近、私が普段通勤で使っている電車の広告に「アル

コール依存症」の広告が貼ってあります。市の広報でし

た。「アルコール依存症は病気である…」「回復する病気

です…」とありました。何年か飲まない時間をいただき

少し目線も上げられるようになりました。再び働かせて

いただけるようになり、いくらか視界もひろがったでし

ょうか…。人のつながりを最近よく感じます。どんな世

界にもＡＡも社会にも先を歩いてくれる仲間がいて、大

事なことを伝えてくれます。それを受け取り、また渡し

てゆきます。そんなふうに感じます。酒に打ち砕かれ、

生きていきたいと思い、思えばＡＡでそのことを教わり

ました。

今回、振り返りと原稿を書かせていただく機会をいた

だけたことに感謝いたします

新生ＨＣＯ（AA 北海道セントラルオフィス）紹介

はまなすグループ ユウジ

皆様はじめまして。今年よりＨＣＯ（AA 北海道セン

トラルオフィス）運営委員長を務めております、はまな

すグループのユウジと申します。既に皆様もご存じの通

りＨＣＯ（AA 北海道セントラルオフィス）は昨年９月

に問題が発生し、北海道地域の仲間及び、全国の仲間に

ご迷惑ご心配をおかけしました。私個人としても当時は

運営委員をしており、責任を感じております。

色々ありましたが、ボランティア及び有志の仲間の協

力で暫定運営後、現在は新運営委員会も発足し、新形態

での運営を始めております。現状の北海道地域に見合っ

た体制を考えていこうという中で予算・人員等の都合上、

一部業務形態変更を行いました。主な変更内容は、職員

のアルバイト・パート化（三名の職員スタッフ）、営業時

間の短縮（午前１１時～午後４時まで）等です。

その他に新しい体制をとるにあたり、個人名での契約

となっていました、事務所（アパート）の契約形態、電

話・ＩＴ回線、水道・電気、預貯金の口座名義等を、出

来る限り個人負担を軽減して行こうということで、ＨＣ

Ｏ名義に出来るものは変更しました。今後もより良い体

制を目指して、皆で協力して進めてまいります。

私自身も今回の緊急事態以来、オフィス（ＨＣＯ）に

行くことが多くなって改めて気付いたことは、１２ステ

ップコール、医療・行政関係及び仲間からの問い合わせ

に接し、ＨＣＯは対外的な窓口としてとても大きな役割

を担っているのだということです。私がＡＡに繋がった

約５年前から「書籍が欲しかったらＨＣＯ、何か聞きた

いことがあったらＨＣＯに電話」等々、オフィスがあっ

て当たり前の感がありましたが、この事態に接しＨＣＯ

存在の重要性を改めて理解しました。

また自分自身のプログラムとして昨年までの運営委員

の 2 年間とは違い、委員長の立場として多くの仲間との

「言いっぱなし・聞きっぱなし」ではない、会話（案件）

のキャッチボールをしなければならなくなり、結構大変

だな！と思うことがあります。サービスの場所で今の自

分が試されると聞いたことがありますが、本当にそうだ

な！と思うことがあります。

色んな意味で忙しかった昨年末から、新運営委員会が

発足しました。運営委員、職員・ボランティアスタッフ

及び各役割の仲間の力を借りながらですが、これからも

微力ではありますが一生懸命進んで行こうと思いますの

で、新生ＨＣＯ（ＡＡ北海道セントラルオフィス）をよ

ろしくお願いいたします。

HCO（AA 北海道セントラルオフィス）

〒０６３－０８０４

札幌市西区二十四軒４条５丁目３－３

キャロム２４軒 A 棟１F・１号

・ 営業時間 午前 11 時～午後 4 時

・ 休日 土曜・日曜祝祭日及び年末年始

・ 職員 3名の職員スタッフが交代にて勤務

・ 電話番号 011-557-4329

・ FAX 011-557-4329（変更なし）

・ メールアドレス hcoaa@yahoo.co.jp

編集・発行： NPO 法人 AA 日本ゼネラルサービス（JSO）

〒171-0014 東京都豊島区池袋 4-17-10 土屋ビル 4F Tel:03-3590-5377 Fax:03-3590-5419

http://www.aajapan.org jso-1@fol.hi-ho.ne.jp
(月～金) 10:00～18:00 （土・日・祝）休


